



























































































































































































































音声の種類 タイプ 話引数（異なり） プアイル数 時間
学会講演 独話 819 987 274．4
模擬講演 独話 ＊零T94 1，715 329．9
その他 独話 ＊＊＊P6 19 24．1
学会講演インタビュー 対話 率qO） 10 2．1
模擬講演インタビュー 対話 ＊（16） 16 3．4
課題指向対話 対話 ＊（16） 16 3．1
自由対話 対話 ＊（16） 16 3．6
再朗読 朗読 宰（16） 16 5．5
朗読 朗読 ＊（248） 507 15．5





































































































































性別 学会講演 模擬講演 その他 親読 再朗読 対話 全体
女 173 91G 9 252 8 29 1381
? 814 805 10 255 8 29 1921
計 987 1715 19　　　　507 16 58 3302
表4　詣者の性男ljの分霜（異なり）
性劉 学会講演 模擬講演 その他 期読 再朗読および対謡 全体
女 138 ＊331 6 （王22） （8） ＊＊＊＊S70
? 681 富＊Q63 零＊＊P0 （124） （8） 947


























Oe／e 20％ 40e／， 600／e 809e 10eo／，
学会講演 模擬講演 その他 朗読 再朗読・ﾎ話 全体
疇未詳 12 3 0 0 0 15
陰その他 672 747 歪0 221 14 1664
翻蒼都圏 135 305 3 66 25 534























o％ 20％ 409e 60％ 80e／， 1000／，
学会講演 模擬講演 その他 朗読 再朗読・@対話 全体
尊来詳 12 1 0 0 0 13
疇その他 555 255 10 106 4 816
翻着都圏 120 115 2 32 7 233




















































































































音声の種類 短単位数 長単位数 ％長単位
学会講演 3，279，364 2，654，823 8LO
模擬講演 3，605，729 3，115，302 86．4
その他 282，728 239，989 84．9
朗読と再朗読 207，478 172，216 83．0
対話 149，826 131，544 87．8
全体 7，525，125 6，313，874 83．9
4．3．節単位情報
　自発的な独話音声では，形態論的に典型的な文末特徴が生じることなく発話が連綿と続いてゆ
くことがある。「みんなで話談したんですけど，賛成しようということになって，私は反対だっ
たんだけど，それでもみんなは賛成なんで，一応賛成しようということになったんだけど，やっ
ぱり私は…」というような発話である。
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　書き雷葉を基準にしてこの種の発話を分析すると大変な長文が生じてしまう。しかし，話し言
葉として見た場合，櫛」（clause）が情報処理上の単位として機能している可能性が高い。上例
に読点を挿入した箇所である。節境界の情報は，以下に述べる談話境界情報や係り受け情報を作
成する際の単位の切り娼しに利用することができるし，それ以外にも多くの利用が可能であると
考えられる。
　CSJには，転記テキストを解析して節境界の位置を検出し分類した情報が提供される。この
情報付与作業には，ATR音声言語コミュニケーション研究所で開発された節境界解析プログラ
ムCBAP（丸山他2003）をCSJ用に改良して利用した。また，既に述べたようにコアに関して
は自動解析結果を人手で修正した高精度情報を提供している。節単位1青報の一例を下に示す。ゴ
チック部分が付加情報，それ以外は転記テキストである。
　私は旅行が大好きで／並夢獅デ／＋今までもあちこち行きましたけれども／並列節ケレドモ
／；主題の共有
　この例にはふたつの節が含まれており，いずれも並列節に分類されている。最後の付加情報
は，係助詞「は」でマークされた主題（「私」）がふたつの節で共有されていることを記述してい
る（高梨他2003）。
4．4．印象評定データ
　既に述べたように，印象評定には単独評定データと集合評定データの2種類がある。単独評定
データは，ほぼすべての講演音声を，その収録の現場において，収録スタッフ中の1名が評価し
たデータである。例えば発話の自発性に関する項騒としては「自発性」と「発話スタイル」があ
り，いずれも5段階で評定されている。前者はr講演に際してどれだけ原稿を読みあげている
か」（原稿への依存度が低いほど自発性の評定値が高い），後者は発話が「どれだけ改まっている
か」（改まり度が高いほどスタイルの評定値が高い）を評定している。上記以外の5段階評定項
圏には「難関な専門用語の多少」「発話スピード」「発音の明瞭さ」「方言の多少」がある。
　5段階評定項目以外に，講演の印象にあてはまる形容語句をリスト中から自由に選択する形式
の評定も実施した。リストには以下の語句が含まれており，評定者は複数の語彙を選択できる：
「たどたどしい，流揚な，単調な，蓑情ゆたかな，自信のある，自信の無い，優しい，落ち着い
た，落ち着きのない，いらいらした，緊張した，リラックスした，大きい声，小さい声，かすれ
た声，裏返った声，こもった声，重厚な，軽薄な，若々しい，年寄じみた，元気のある，元気の
ない，聞き取りやすい，聞き取りにくい，生意気な，尊大な，鼻にかかった，高い，低い，きっ
ぱりした」。
　単独評定データには，ひとつの講演に評定者が！名だけであること，データベース全体では多
数の評定者が参加していること，講演の前半を聴いた時点で評定を行っているため，講演中のど
の部分が特に印象形成に影響したかが明らかでない場合がありうること等の問題がある。また，
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上に示した形容語句のリストも慎璽に検討して作成したものではなかった。これらの問題を解決
するために作成したのが集合評定による印象評定データである。
　集合評定データは，全データの収録を終えた後に，コアに含まれる独話音声を対象として作成
した。1講演の習頭，中程，終盤からそれぞれ1分程度の連続した音声サンプルを抽出し，それ
を20名の評定者が独立に評定した。CSJには，そのうち，評定の再現性が高いことが保証され
ている10名分のデータが格納されている。また，単独評定の評定が心理学的な厳密性に欠けるの
に対して，集合評定では実験心理学的に厳密な手順で構成した5種類の評定尺度を用いている点
も特徴である（静電他2003）。データベースの全体にわたる評価が必要な場合は単独評定データ
を，対象とする講演は少なくとも信頼性の高い評価値を利用したい場合は集合評定データを，そ
れぞれ利用することができる。
　印象評定データは，社会書語学などの研究において必要とされる発謡スタイルの外的指標とな
るほかに，講演が聴き手に与える印象そのものの研究に利用できる。籠綱引（2003）は，集合評定
データで把握された講演の巧拙の印象と発話速度との関係を分析して，両者の関係が線形でない
ことを報告している。
4．5．分節音情報とイントネーション情報
　我々は多くの場合，ただ音声を聞くだけで朗読音声と自発音声を区溺することができる。つま
り両者間には何らかの音声学愚ないし言語学上の差が存在していると考えられる。また印象評定
で「単調な」と評定される音声と「表情豊かな」と評定される音声の間にも当然何らかの音声学
な差異があるものと予想される。
　こうした差異を客観的に検討するためには，音声自体の検討が必要になる。そのために，CSJ
ではコアに含まれる音声に対して分節音（子音や母音）のラベルとイントネーション（声の高さ
の蒔闇変化）のラベルを提供した。これらは話し言葉の本質に最も直接的にかかわる情報と雷っ
てよい。特にイントネ～ションについては自発音声の多様性が顕著に表れることが予想されたの
で，従来のラベリング手法であるJToBI（Venditti　1997）を大幅に拡張したXJToBH前川
他2001；Maekawa　et　aL　2002）を新たに考案して作業に臨んだ。朗読音声に分節音や韻律のラ
ベルを付与することは，従来から行なわれてきており，また自発音声のラベリングも試験的には
世界各地で試みられてきている（Nat．　Inst．　Jap．　Lang．2004参照）。しかし44時間（50万短単位）
というまとまった量の自発音声をラベリングしたのは世界で初めての試みである。
　図7にX－JToBRこよるラベリングの例を示す。図上部に音声信号と音声基本周波数（Fo）曲
線が表示されており，その時下軸に同期させて各種ラベルがそれぞれ別の窓に表示されている。
上から順に「分節音層」（子音や母音のラベル），「単語層」（短単位の音素蓑記），「トーン層」
（イントネーションの構成要素としての音韻論的tone），「Break　index（BI）層」（発話の韻律
境界の深さを示す指標），「プロミネンス層」（トーン層の解釈を補助するための情報）が表示さ
れている。プuミネンス層の右端に衷示されているラベル“FR”はいわゆる「浮き上がり調」
（川上1963）の上昇イントネーションを示している。イントネーションラベルの仕様については
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図7　CSJの分節音ラベル・イントネーシ田ンラベルの例
　（発話は「え，これは，え一，同じ図なんですが」）
CSJに同梱されているマニュアルーDisk1／DOCのintonation．pdf一ないしMaekawa　et　a1，
（2002），前川（2004）参照9。
4。6．その他の付加情報
　紙福の関係でその他の研究用付加情報にはごく簡単に雷及するにとどめる。これらの情報付与
作業は上記の節単位情報とともに情報通信研究機構で実施された。
4．6。1．係り受け構造情報
　係り受け構造情報は，4．3で紹介した節単位を領域として，その内部での文節間の修飾関係を
示した情報である。話し言葉の文法研究だけでなく，統語構造とイントネーションの関係の研究
などにも利用価値の認められる情報である。係り受け構造情報はコアに対してだけ提供される。
　CSJの係り受け構造分析の仕様は，新聞の書き譲葉を対象とした「京大コーパス」の仕様
（黒橋・長尾1997）を話し言葉用に拡張した仕様で実施されている。拡張仕様は，話し書葉に頻
出する，言いさし・蓄い直し・倒置・係りのねじれ等の現象に関するものである。以下に言い直
しと倒置に関する例を示す（内元他2003）。ゴチックが注課する要素である。倒置では，例外と
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して右から左への係り受けが許容されている。
i　（縫い直しの例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　山畷さんは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　強靱な一r　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　肉体の一一r　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持ち主だと　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署ってましたね　　　　i
i（羅の例）　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　私は＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　耐えられないんです　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　一これは　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　図8　係り受け構造情報の例
4．6．2．要約・重要文情報
　重要文とは，講演を要約する目的で拙出された転記テキスト中の璽要部分のことである。テキ
ストの要約は自然出語処理の重要な研究対象である。また話し雷葉の自動音声認識研究でも，認
識結果をそのまま出力するのではなく，雷藷情報の伝達には無駄な部分を省略して要約したテキ
ストを出力することが多い。こうした研究のためには，人間が与えられた転記テキストをどのよ
うに要約するかの情報が必要である。
　CSJの要約・重要文情報作成作業では，作業者に50％と10％の2種類の基準で要約を作成さ
せた。50％の要約率を指定された作業者は，与えられた転記テキストの分量がちょうど半分にな
るように転記テキストを取捨選択する。取捨選択の単位としては4．3で説開した「節」を利用し
ている（野畑他2004）。
　また，上記の手法とは別に，転記テキストを自由に要約した自由要約データも作成しており，
これもCSJの一部として公開する。要約・重要文情報はコアに対して提供される情報である。
4．6．3．談話構造情報
　談話構造情報は，談話（例えばひとつの学会講演や模擬講演）内部における話題の階層構造を
示す情報である。談話構造の表示方法には様々な流儀があるが，CSJではGroszとSidnerが提
唱した「意図」に基づく談話構造理論に依拠した分析をおこなっている（Grosz　and　Sidner
！986；竹内他2GO3）。簡単に醤えば，話し手が或る発話をおこなった際に保有していた意図（何
故そのような発話をおこなったか）を推測し，それによって談詣を分割し，分割された単位間の
階層構造を決定する作業である。図9に談詣構造タグの実例を示す。WHYの後にゴチックで示
されているのが認定された「意図」である。本例では最初の意園に属する談話区分が更にふたつ
の意図に下位区分されており，そのうち前半が更にふたつに下位区分されている。分析されてい
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る講演は音声学に関するものである。分析対象のテキストは転記テキストの基本形を変形したも
のであり，タグ（M）はメタ冷語的表現を囲っている。
　談話構造情報は，いわゆる談話研究に欠くことのできない情報であり，自然雷門処理にも堺町
な情報であるが，自発性の高い独話への情報付与はかなり難しいので，コアの一部に対してだけ
作業を実施した。
lWHY？　実験の結果の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　で結果ですが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　WHY？　4つの「あ」を混合した結果の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　まずこれを冤てこれはお手許にある図と同じでございます　　　　　　　　　　　　　i
：　　　　これは何を表わしているかと雷いますとその（Mささだが）という発話に含まれる四つの　i
i　　　　（Mあ）それを十回繰り返したもの全てですね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　のこっちの左側がホルマント周波数の分布　右側がT3中舌衝のコイルの位置であります　　i
i　　　　で軸を変換いたしましていわゆる母音四角形のように読めるように表示しております　　　i
；　　WHY？　ホルマント周波数との相関の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　でホルマント周波数F2を見ていただきますとs　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　Sというのはサスピションで疑いですが疑いの場合はF2が高い　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　それからAがアドミレーションで感心なんですがその場合は低いという関係がはっきり見　i
i　　　　て取れます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　WHY？　調膏運動との相関の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　そして岡じように今度は調音運動の方を見ますと　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　SにおいてはT3Xつまり前後方向の値が小さいということは前寄り　　　　　　　　　　i
l　　　それからAにおいてはT3Xが大きいということはより後ろ寄りという関係が見て取れま　i
l　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　NDに関しましては中立および落胆に関してはその中間に分布するという結果が出ており　i
l　　　　ます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
i　WMY？　それぞれの「あ」の個別の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　で今のは四つのモーラ（Mささだが）の全ての（Mあ）を　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　プールした結果でありますがそれぞれ個々のモーラに分離いたしますとこういう結果が出　i
l　　　　ます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　ec　9　談謡構造情報の例（竹内他2003より引用）
4．7．XML文書
　以上の説明からわかるようにCSJには豊富な研究用情報が含まれている。これらの情報を相
互参照することによって，話し言葉研究に新たな展開が期待されるのであるが，研究用情報が豊
富になればなるほど，それらを統合して検索することが困難になってくる。
　この問題を回避するためには，種々の情報を階層化して統合的に表現すればよい。近年普及し
はじめたXMLは，この目的によく適つたマークアップ轡型である。　CSJに含まれる研究用付
加情報は，単独のファイルとして提供されるとともに単一のXML文書に統合された形でも提供
される（付加情報のなかにはXML文書としてのみ提供されるものもある）。
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　話し言葉のデータでは，階層構造に破綻が生じることが稀ではないので（例えば節の内部に
200ms以上のポーズが生じると，文法的には単一の節がふたつの転記基本単位に分割されてし
まう），階層化は簡単ではない。しかし，情報検索のためだけでなく巨大なデータベースを論理
的に一貫した方法で管理してゆくためにもデータの階層化は必要不満欠である。CSJのXML
文書化については，菊池他（2004），塚原他（2004），Maekawa　et　a1．（2004）参照。
5．CSJの公開
　以上，本稿では『日本語話し言葉コーパス』公開版の仕様を概観した。5年間にわたった
CSJの開発は2004年3月に完了し，近日中の一般公開を予定している。国立国語研究所のホー
ムページでは，サンプル音声や予備的分析の結果も含めて，既にCSJの情報を提供してきてい
るが（http；／／www．kokken．go．jp），一一般公開に関する情報もホームページで提供する予定であ
る10。
　またCSJの構築過程で蓄積してきた各種作業マニュアルは現在700ページ以上に達している。
これらのマニュアルは日本のコーパス言語学にとって貴重な財産であるので，国語研究所の報告
書その他の形で順次公開してゆく予定である。またCSJ公開版には270ページ程度の解説文書類
を同梱する。
6．今後の展望
　我々は過去5年間にわたってCSJの構築に全力を注いできた。今後はCSJを言語研究や音声
情報処理研究のみならず幅広い研究領域で有効活用してゆくことが重要な課題になる。これまで
に実施した予備的解析では，社会言語学（前川2002a，2002b；Maekawa　et　ai．2003），心理学
（槙・前川2001；山住・籠密・前川2003），音声談話研究（Yoneyama，　et　al，2003；小磯2003）な
どにおける有効性を示してきた。しかし，ζれが利用可能な領域のすべてではあるまい。2001年
と2002年の2回にわたって実施したCSJのモニター公開に対しては，合計で300件を超える試用
申込みをいただいたが，希望者の専門は，音声情報処理，自然言語処理，雷語学，日本語教育
学，心理学，社会学などの領域に広がっていた。これらの領域でCSJが幅広く活用されてゆく
ことを期待している。
　筆者個人としてはいわゆるコーパス言語学的な専門的言語研究とならんで，辞書編纂など応用
面での可能性も中長期的な課題として追求したいと考えている。例えば，中期的な課題として発
音辞典への応用が考えられる。現在刊行されている日本語の発音・アクセント辞典類では，発音
のゆれの存在は記述されていてもその社会言語学的実態は報告されていない。この問題は，CSJ
転記テキストの発音形やコアの分節音・イントネーションラベルを解析することによって，或る
程度まで解決することができるだろう。長期的課題としては，書き言葉データを含む現代日本語
の総合的なデータベースを解析して，話し需葉と書き言葉の双方におよぶ日本語のコUケーショ
ン辞書を開発することなどが考えられる。
　ここで指摘しておく必要があるのは，今後どのような目的で利用されるにせよ，CSJのよう
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な書語データベースの構築作業は一回実施すればそれで完了してしまう性質のものではないこと
である。言語には堅固な構造が備わっていると同蒔に，蒔代とともに変化してゆく側面がある。
これは話し言葉も書き言葉も同様であり，音声や言語に関わる情報処理技術はその影響を免れる
ことができない。そのため，一定の時論間隔で日本語の変化を組織的かつ正確に記録しておくこ
とが必i要になる。
　本稿を終えるにあたり，このようにして構築されるデ附近ベL一一mスには情報処理技術上の価値だ
けでなく，広く国民の財産としての価値が認められることを強調しておきたい。我々が江戸時代
や平安時代の文書に文化財としての価値を認めるように，今日の日本語は未来の日本人にとって
貴重な文化財となることは間違いない。CSJのように多量の付加情報を伴った記録であれば，
その価値は倍増する。言語データベースの構築には未来の文化財を創成するという大きな付加価
値が存しているのである11。
謝辞：『日本語話し雷葉コーパス』に音声を提供してくださった話者の方々ならびに関係諸学会
に心より感i謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
ユ　科硯費による研究として野元（1980），石井（1983）もあった。
2　http：／／www．ciair。coe．nagoya－u．ac．jp／jpn／db／dbciair／speech　corpus．htmに日本語1こ関する
　音声データベースの概観が掲載されている。・
3　BNCのspoken　partのために録音された音声は大英図書館（British　Library）で聴取すること
　ができる。
4　実際のCSJには図1に示されているように752万短単位が格納されている。これは形態論的な
　解析が終了するまでは語数を正確に推定することができないため，音声を多めに収録した結果で
　ある。
5　ただし実際には原稿を朗読したに等しい話者も若干名含まれている。
6　さらに，CSJの場合，朗読・再朗読音声にもかなりの数のフィラーや語断片が含まれている。
　これらいわゆる非流暢性が自発膏声の特徴であるとすれば，朗読音声にもまた自発性の程度差が
　存在することになる。
7　transcription．pdfに記述された内容が最新の仕様であり，他の文献とは異同がある。
8　厳密に欝えば，手作業と自動解析の晶詞体系は細部（用言の活用形の下位区分）において異な
　っている。これは自動解析に必要とされる醤語素性を解析蒔に追加したために生じた相違であ
　る。
9　雛onation．pdfに記述された仕様が最終版であり，他の文献の内容とは異同がある。
le本稿の刊行と前後して一般公開を開始する予定である。
11いわゆる日本語の乱れについて有益な議論をおこなうためにも，いま眼前に広がっている日本
　語の多様性を的確に把握しておかねばならない。大規模な言語データベースの構築と解析は，こ
　の目的を達するための，ほとんど唯一の有効手段である。
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